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2.1 多環芳香族炭化水素から GNR へ 






















































より、炭素原子 9 個の幅を持ったアームチェア型 GNR 
4（9-AGNR）を合成（図１）、走査型トンネル顕微鏡









長さは最長で約 12 nm、末端吸収波長は 550 nm 程度




2）12)。6 を脱水素環化することで長い 9-AGNR の合成
が可能となり、紫外可視吸収スペクトル測定において
1100 nm を超える長波長吸収も明らかとなった。 
 
図 2：異なる高分子重合法を用いた GNR の溶液合成  
 
また、2013 年 Sinitskii らは、前駆体 8 を用いて
山本カップリング重合を行うことで、chevron 型と呼
ばれる GNR 10 の合成を報告した 13)。8 の重合は高効













重量平均分子量 600 kg/mol を越えるポリフェニレン
前駆体 12 を得た 16)。この値は、Bogani らによる GNR 
13 の原子間力顕微鏡（AFM）を用いた分析結果とよく
一致し、600 nm 以上の GNR が観察された 17)。さらに、
モノマー11 にフェニル基を導入して拡張することに
より、GNR の幅を約 1 nm から約 2 nm へと拡大するこ
とでき、光学バンドギャップが約 1.9 eV から約 1.2 














ない 8-AGNR の合成も報告されており 22)、さらなる研
究の発展が期待される。 
 









で磁性 GNR を合成した（GNR-NIR 15,図 3）24)。スピ
ン軌道計算によれば、NIT ラジカルから GNR へとスピ
ン注入が起こり、GNR 上に非局在化したスピン状態が




NIT 上に局在化したスピンと GNR 上のスピンを量子ビ
ットとして、量子コンピュータへの応用可能性を示唆
する結果も得られている。 
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用を報告している 25)。また、GNR 13 にアジド基を導
入し、クリック反応により蛍光色素を付加した上で、
GNR の超解像顕微鏡による観察にも成功している 26)。 
 
図 3： (a) NIT ラジカルを導入した前駆体 14 と
(b)GNR-NIT 15 のスピン軌道計算 22) 
4．グラフェンナノリボンの表面合成 
2010 年、Müllen と Fasel らは、超高真空下、金属
表面上において、GNR のボトムアップ合成が可能であ























20 の組み合わせで GNR 21 が得られ、さらに GNR 21
が１次元トポロジカル絶縁体の特性を示すことが明ら
かとなった 6)。また、Louie, Crommie, Fischer らも
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Aux1 Topography: I, Z, Aux1, I(V), I(Z), Aux1(V), Aux2(V)
Setpoint:  0.002 V, -3.5 H
z, 0.5 nA
139 U

































Aux1 Topography: I, Z, Aux1, I(V), I(Z), Aux1(V), Aux2(V)
Setpoint:  0.002 V, -3.5 H
z, 0.5 nA
139 U
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